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＜連絡事項＞
・特記なし
＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～身体拘束中であり、水分摂取しているが、昨日準夜帯20:00を最後に排尿無し。起床後も排尿無い為、主治医へ報告し導尿指示あり。9:00実施し濃縮尿250ml確認している。
・高屋敷　良子様～喀痰吸引の指示切れあり、主治医へ報告し継続の指示を頂いている。又、本日で点滴処方切れ、本人より空腹感訴えあり。点滴は同内容で11/29分処方。食事についてはゼリー等でのむせ込み無い為、明日よりエプリッチ1本/日開始となる。
・逸見　正浩様～主治医へ報告にて持参薬は継続の指示。12/4分まで服薬カートへセット済みで、12/4以降の持参薬は14日分で残数を合わせている。
・藤井　孝蔵様～11/26八戸赤十字病院(形成外科)受診にて腰背部にビーソフテンローションとデルモゾ―ルDP軟膏塗布、右膝褥瘡の処置は継続、右下腿褥瘡は治癒にて処置終了の指示あり。主治医へ報告し、上記処置の指示を12/25迄で頂いている。
・沢田　徳則様～腰痛あり、ハップスター貼付していたが、貼付すると掻痒感出現する為、違うものに変えてほしいとの訴えあり。主治医へ報告しケトプロフェンテープ1袋(7枚入り)処方となる。
・工藤　悦子様～SWより連絡あり。明日10:00頃に御家族・ケアマネ来院される予定との事。ケアマネより病棟での生活状況等確認があった際には、病棟スタッフにて対応して頂きたいとの事。又、現在ミキサー(普通盛り)だが、食事摂取量低下あり、食事形態について主治医・栄養スタッフへ報告・相談の上、本日夕からミキサー(ハーフ食)へ変更・メイバランスミニ3本/日追加となる。
・松村　博美様～臨時薬本日就床前までで処方切れあり。主治医へ報告し臨時薬はメマリーOD錠5→10㎎へ増量、他同内容にて7日分処方(11/29～服用)。

・下村　慶子様～排便-6日目。主治医不在の為、田名部Drへ報告しケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行指示あり。浣腸施行後、反応便無く、経過観察している。
・木村　美智子様～排便-6日目。主治医不在の為、田名部Drへ報告しケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行指示あり。浣腸施行後、排便確認している。
・飯田　修子様～排便-5日目。主治医不在の為、田名部Drへ報告しケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行指示あり。浣腸施行後、排便確認している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～身体拘束中。食事は両上肢一時拘束解除し自力で全量摂取している。不穏・粗暴行為無く、疎通も良好。引き続き精神症状の観察を行うとともに、身体拘束の循環障害や弊害に注意していき、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。深夜帯にて女性スタッフへ手紙を渡す事あり。手紙の内容は恋愛妄想様のものであったとの事。日勤帯では表情の硬さあるが、妄想発言や他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。過度な飲水行為は無く、開放中は奇声上げ、ホール内を徘徊している。他者への付き纏い行為見られるが、見守り・介入にてトラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・神田　直樹様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。多弁・気分高揚さ無く、落ち着いて過ごす事出来ている。15:00主治医へ状態報告し、終日隔離解除となる。
・立花　圭様～終日隔離中。詰所の声に反応し、大声で叫ぶ事あるが、頓服薬服用にて落ち着く事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～発熱無し。血圧90～80台で経過。食事も自力で全量摂取されている。
・高屋敷　良子様～午前シャワー浴行っているが、一時的に酸素止めると酸素飽和濃度80％台後半への低下見られている。本人より空腹感の訴えは持続して聞かれている。
・大山　広美様～体温37.2℃だが自訴や離脱症状は無い。下痢は継続しているが、軽減傾向との事。
・小笠原　久年様～母様へ電話後、「悪いことをしたので、保護室の予約をお願いします。」と話す事あるが、説明にはニヤツキながら了解されている。
・泉山　紀子様～見守りにて過度な飲水行為は無い。
・高橋　繁様～帰宅要求やユニット内徘徊している。説明にも理解は乏しく、同行為繰り返し、疎通も不良である。
・工藤　悦子様～現在ミキサー(普通盛り)だが食事摂取量少なく、体重は36.0kg。食事形態について検討の必要あり、午後主治医・栄養スタッフへ確認していく。
・山本　真智子様～幻聴に関する発言は無く、対応も落ち着いている。食事の際、他病棟の誘導についていこうとする場面あり、声掛け要している。
・丸尾　貴史様～不調の訴えや希死的発言は無く、対応も落ち着いている。
＜深澤Dr診察情報＞
・下村　慶子様～強力ネオミノファーゲンシーＰ静注20mlが本日で処方切れ。発赤疹は軽減している。主治医へ報告にて本日分で終了の指示。
・夏坂　浩美様～点滴が本日分で処方切れ。食事は全量摂取されている。主治医へ報告し点滴本日で終了となる。
・根地戸　恵様～臨時薬11/29昼で処方切れ。主治医へ報告し臨時薬同内容で7日分処方となる。
